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イ
レ
u

つ
い
て長

佐
古
美
奈
子

一
．
は
じ
め
に

二
．
学
習
院
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と
建
物
の
変
遷

学習院目白キャンパス建造物の文化財登録化について

　
学
習
院
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
神
田
錦
町
（
現
千
代
田
区
神
田
錦
町
二
丁

目
・
三
丁
目
）
で
華
族
子
女
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
華
族
会
館
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
、
そ
の
後
同
一
七
年
宮
内
省
所
管
の
官
立
学
校
と
な
っ
た
。
以
来
キ
ャ
ン
パ
ス
は
虎

ノ
門
、
四
谷
へ
と
か
わ
り
、
同
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
目
白
へ
移
転
し
た
。

　
目
白
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
し
て
一
〇
〇
年
余
、
学
習
院
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
そ

の
時
々
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物
が
遺
り
、
今
も
現
役
の
校
舎
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
春
に
は
こ
れ
ら
の
建
物
が
国
登
録
有
形
文
化
財
建

造
物
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
文
化
財
登
録
さ
れ
た
建
造
物
は
正
門
、
乃
木
館
（
旧
総
寮

部
）
、
厩
舎
、
北
別
館
（
旧
図
書
館
）
、
東
別
館
（
旧
皇
族
寮
）
、
南
一
号
館
（
旧
理
科

特
別
教
場
）
、
西
一
号
館
（
旧
中
等
科
教
場
）
の
七
棟
で
あ
る
（
口
絵
1
～
7
）
。

　
し
か
し
、
こ
の
歴
史
あ
る
建
造
物
に
つ
い
て
「
文
化
財
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
造
物
が
い
か
に

文
化
財
と
し
て
学
内
・
外
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
文
化
財

登
録
が
な
さ
れ
た
か
の
経
緯
を
記
す
。

　
前
段
と
し
て
学
習
院
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と
建
物
の
変
遷
に
つ
い
て
概
観
し
て

お
き
た
随

（一

j
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
は
じ
ま
り

　
学
習
院
は
前
述
の
通
り
華
族
子
女
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
明
治
一
〇
年

（一

ｪ
七
七
）
に
神
田
錦
町
に
て
開
校
し
た
。
そ
の
後
同
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
火

災
に
よ
り
神
田
錦
町
の
校
舎
が
焼
失
し
た
た
め
、
同
二
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
に
麹

町
区
三
年
町
（
現
千
代
田
区
霞
ヶ
関
三
丁
目
、
学
習
院
内
で
は
虎
ノ
門
校
舎
と
呼
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

い
る
）
の
工
部
大
学
校
の
跡
地
へ
移
転
、
そ
の
後
間
も
な
く
ふ
た
た
び
校
舎
移
転
の
議

　
　
　
ハ
ヨ
サ

が
お
こ
り
、
同
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
、
四
谷
区
尾
張
町
の
御
料
地
、
華
族
女
学
校
跡

ハ
る
　地
に
移
転
し
た
。
し
か
し
同
二
七
年
（
一
八
九
四
）
六
月
、
四
谷
校
舎
は
地
震
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
、
使
用
不
可
能
と
な
り
、
ま
た
移
転
先
を
探
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
さ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ね

そ
の
移
転
先
と
し
て
様
々
な
候
補
地
の
中
よ
り
選
ば
れ
た
の
が
、
北
豊
島
郡
高
田
村
大

字
高
田
－
現
在
の
豊
島
区
目
白
で
あ
る
。

　
四
谷
よ
り
移
転
の
決
定
の
一
二
年
後
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
学
習
院
目
白
キ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
ね

ン
パ
ス
は
落
成
し
た
。
校
地
は
全
体
で
八
一
、
七
九
三
坪
（
二
七
〇
、
三
九
〇
平
方
メ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
き
よ
と
み
ち

ル
）
、
目
白
通
り
（
清
戸
道
）
の
北
側
も
学
習
院
の
敷
地
で
あ
っ
た
。
目
白
校
地
の
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ン
は
宮
内
省
よ
り
設
計
及
び
工
事
監
督
を
任
命
さ
れ
た
文
部
省
技
師
の
久
留

　
　
　
ロ
正
道
が
お
こ
な
っ
た
。
久
留
の
設
計
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
配
置
計
画
は
教
室
棟
な
ど
の
教

育
施
設
ゾ
ー
ン
と
寄
宿
舎
・
官
舎
な
ど
の
居
住
ゾ
ー
ン
が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
心
に
図
書
館
（
現
北
別
館
・
史
料
館
）
が
配
置
さ
れ
た
。
経
費
節
減
の
た
め
も
あ
り
、

1



校
舎
は
す
べ
て
木
造
で
建
築
さ
れ
た
。
正
門
も
こ
の
時
に
竣
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
学
習
院
で
は
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
制
定
さ
れ
た
「
華
族
就
学
規
則
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　

よ
り
中
等
科
以
上
の
華
族
男
子
生
徒
は
全
員
寄
宿
舎
に
入
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し

そ
の
後
の
校
舎
移
転
に
よ
り
、
寄
宿
舎
制
度
は
断
続
的
と
な
り
、
四
谷
校
舎
が
地
震
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
同
二
七
年
（
一
八
九
四
）
以
降
、
寄
宿
舎
制
度
は
中
止
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
り

し
か
し
目
臼
校
地
移
転
に
際
し
、
全
寮
制
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
第
一
寮
か
ら
第

六
寮
が
建
設
さ
れ
た
。
目
白
校
地
移
転
時
の
乃
木
希
典
第
一
〇
代
学
習
院
長
は
、
自
ら

も
学
生
と
寝
食
を
共
に
し
た
い
と
希
望
し
、
寄
宿
舎
開
寮
と
同
時
に
総
寮
部
の
二
室
（
現

乃
木
館
）
で
起
居
し
、
四
年
間
学
生
と
共
に
生
活
を
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
の
翌
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ

四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
院
長
官
舎
（
現
在
明
治
村
に
移
転
）
が
完
成
し
た
が
、
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農

」

即
橡瓢
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・
蟄

図1．明治43年（1910）ころの目白キャンパス［『学習院125年』より

木
院
長
は
こ
こ
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
院
長
官
舎
は
、
大
正
二
年
（
一
九
＝
二
）
に
皇

族
学
生
の
た
め
の
別
寮
（
皇
族
寮
と
も
呼
称
・
現
東
別
館
）
が
完
成
す
る
ま
で
皇
族
学

生
が
寮
と
し
て
使
用
し
た
。

（
二
）
関
東
大
震
災
後
の
復
興
計
画

　
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
お
い
て
、
目
白
キ
ャ
ン
パ

ス
は
寄
宿
舎
、
図
書
館
書
庫
、
理
科
特
別
教
室
、
第
二
教
室
（
高
等
科
教
室
）
、
特
別

教
室
が
倒
壊
・
焼
失
し
た
。
す
ぐ
に
校
舎
臨
時
使
用
の
応
急
的
対
策
が
と
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
、
本
格
的
な
復
興
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。
そ
れ
は
校
舎
北
西
部
（
現
北
グ
ラ
ン

ド
付
近
）
を
運
動
場
と
し
、
従
来
の
運
動
場
（
現
新
中
央
教
育
研
究
棟
建
設
場
所
付
近
）

の
南
と
西
に
理
科
特
別
教
場
と
中
等
科
教
場
を
建
築
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
震

災
復
興
に
と
も
な
う
、
目
白
通
り
の
拡
幅
に
よ
り
交
通
量
増
加
が
予
想
さ
れ
、
交
通
騒

音
で
授
業
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
を
配
慮
し
て
の
配
置
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
拡
幅
の
際

に
目
白
通
り
の
北
側
の
土
地
を
売
却
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
厩
舎
と
馬
場
は
校

地
の
一
番
南
側
、
武
蔵
野
台
地
崖
線
下
に
移
動
し
た
。

　
昭
和
二
年
建
築
の
理
科
特
別
教
場
（
現
南
一
号
館
）
と
同
五
年
建
築
の
中
等
科
教
場

（
現
西
一
号
館
）
は
地
震
に
配
慮
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
あ
り
、
宮
内
省
が

建
設
に
力
を
注
い
だ
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
調
査
で
は
、
中
等
科
教
場
（
現
西
一
号
館
）

は
宮
内
省
内
匠
寮
設
計
技
師
権
藤
要
吉
の
設
計
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ハ
ほ
　た
。
権
藤
要
吉
は
旧
朝
香
宮
邸
（
現
東
京
都
庭
園
美
術
館
）
な
ど
の
設
計
で
知
ら
れ
、

そ
の
瀟
酒
な
設
計
物
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
四
月
一
三
日
の
空
襲
に
よ
り
、
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
木
造

校
舎
は
正
堂
（
本
館
）
、
第
二
教
室
（
高
等
科
教
場
）
、
仮
教
場
金
工
教
室
、
雨
天
体
操
場
、

弓
道
場
、
寄
宿
舎
三
棟
な
ど
を
消
失
し
た
。
そ
の
た
め
、
中
等
科
は
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）

度
よ
り
北
多
摩
郡
小
金
井
町
の
旧
文
部
省
教
学
練
成
所
（
現
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
）
に

　
　
　
ハ
ロ
　

移
転
し
た
。
し
か
し
、
小
金
井
は
通
学
に
不
便
で
あ
っ
た
た
め
、
同
二
四
年
（
一
九
四
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
は
け

か
ら
は
女
子
部
の
あ
る
戸
山
に
移
動
し
、
同
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
目
白
に
戻
っ
た
。

こ
の
間
高
等
科
は
目
白
で
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
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学習院目白キャンパス建造物の文化財登録化について
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図2．昭和10年（1935）の目白キャンパス［『学習院大学五十年史』より］

（
三
）
私
立
大
学
と
し
て
ー
前
川
國
男
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン

ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ

ン
ド
の
元
で
学
び
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の

旗
手
と
し
て
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
日

本
建
築
界
を
リ
ー

ド
し
た
、
昭
和
を
代

表
す
る
建
築
家
で

あ
る
。
当
時
文
学
部

教
授
で
後
に
国
立

西
洋
美
術
館
長
と

な
る
富
永
惣
一
教

授
の
紹
介
に
よ
り

前
川
國
男
建
築
設

計
事
務
所
に
設
計
・

建
築
が
依
頼
さ
れ

た
。 　

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
敗
戦
に
よ
り
宮
内
省
立
で
あ
っ
た
学
習
院
は
存
亡
の
危
機

に
直
面
し
、
同
二
二
年
（
一
九
四
七
）
独
自
の
教
育
・
研
究
を
め
ざ
す
私
立
学
校
、
財
団

　
　
　
　
　
あ
り

法
人
学
習
院
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
そ
の
後
同
二
四
年
（
一
九
四
九
）

に
は
新
制
大
学
が
開
設
し
た
。

　
大
学
開
学
一
〇
年
後
の
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
か
ら
、
来
る
昭
和
三
七
年

（一

纔
Z
二
）
の
「
学
習
院
創
立
八
五
年
・
私
学
再
建
一
五
周
年
」
に
む
け
た
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
初
等
科
か
ら
大
学
ま
で
の
諸
施
設
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
、
建
築
に
か
か
わ
っ
た
の
は
前
川
國
男
で
あ
る
。

並
剛
川
國
男
嫉
ル
．
　
　
　
　
町
月

0

　　

@　箋

u
薗固

守
衛
所
門

9

x「「一「
図3．昭和62年（1987）の目白キャンパス［昭和63年（1988）入試要項よ1

3



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
い
　

　
前
川
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
は
「
学
問
の
コ
ア
」
と
「
学
生
生
活
の
コ
ア
」
を

分
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
学
問
の
コ
ア
」
の
中
心
に
は
中
央
教
室
（
通
称
ピ
ラ
ミ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ

ド
校
舎
）
が
配
さ
れ
、
そ
の
周
り
に
北
一
号
館
・
南
二
号
館
・
本
部
棟
が
建
設
さ
れ
た
。

そ
の
建
築
物
す
べ
て
が
先
端
的
な
意
匠
を
凝
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
進
的
な
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

建
築
と
し
て
建
築
雑
誌
に
紹
介
も
さ
れ
た
。

　
前
川
に
よ
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
の
最
後
に
建
て
ら
れ
た
の
が
図
書
館
で
あ
る
。

図
書
館
は
旧
制
時
代
の
図
書
館
の
構
造
を
継
承
し
、
中
央
に
玄
関
を
置
き
、
両
翼
を
有

し
、
奥
に
書
庫
を
持
つ
と
い
う
構
造
と
な
っ
た
。

（
四
）
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
時
代

　
平
成
に
入
り
、
学
習
院
内
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
時
代
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
以
前
の
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
に
学
習
院
は
京
都
学
習
院
開
講
一
三
〇
年
・

明
治
の
創
立
か
ら
一
〇
〇
年
目
・
私
立
学
校
と
な
っ
て
三
〇
年
目
を
迎
え
た
。
そ
の
記

念
と
し
て
「
百
周
年
記
念
事
業
」
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
法
学
部
・
経
済
学
部
研
究
棟
［
東
一
号
館
・
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
竣
工
］
、

創
立
百
周
年
記
念
会
館
［
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
竣
工
］
、
文
学
部
研
究
棟
［
北
二

号
館
・
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
竣
工
］
、
理
学
部
研
究
棟
［
南
四
号
館
・
昭
和
五
四

年
竣
工
］
、
輔
仁
会
館
西
館
［
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
竣
工
］
が
新
た
に
建
築
さ
れ
た
。

　
文
学
部
研
究
棟
（
北
二
号
館
）
建
築
に
伴
い
、
旧
図
書
館
（
北
別
館
）
は
両
翼
の
う

ち
片
側
（
北
側
）
が
切
除
さ
れ
、
北
北
東
に
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
曳
家
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
法
学
部
・
経
済
学
部
研
究
棟
（
東
二
号
館
）
、
本
部
・

大
学
教
室
棟
（
西
五
号
館
）
建
設
に
伴
い
、
旧
本
部
棟
と
仮
講
堂
［
旧
大
講
義
室
・
昭

和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
竣
工
］
は
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
壊
さ
れ
た
。

　
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
中
・
高
等
科
新
教
室
建
築
に
際
し
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）

築
の
旧
衛
生
病
棟
の
解
体
、
同
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
富
士
見
会
館
（
新
部
会
室
棟
）

建
築
に
際
し
、
西
三
号
館
［
旧
政
経
学
部
・
文
学
部
研
究
棟
・
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）

竣
工
］
の
解
体
、
同
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
新
西
二
号
館
建
築
に
伴
い
、
旧
西
二
号
館

［
旧
北
教
室
棟
・
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
竣
工
］
、
西
四
号
館
［
旧
新
教
室
棟
・
昭
和

三
〇
年
（
一
九
五
〇
）
竣
工
、
同
三
八
年
（
一
九
六
三
）
増
築
〕
の
解
体
が
行
わ
れ
た
。

澱
旨

目白駅

R山手線

白
哺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
ロ

図4．平成21年（2009）の目白キャンパス［平成22年（2040）入試要項より］
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学習院目白キャンパス建造物の文化財登録化について

　
そ
し
て
遂
に
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
、
新
中
央
教
育
研
究
棟
建
築
に
伴
い
、
長

く
新
学
習
院
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
中
央
教
室
も
解
体
さ
れ
た
。
中
央
教
室
の
解
体
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　

惜
し
み
、
史
料
館
で
は
「
さ
よ
な
ら
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

写
真
集
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
の
記
憶
』
を
刊
行
し
、
記
憶
と
記
録
に
留
め
る
作
業
を
行
っ

た
。　

こ
の
よ
う
に
古
い
建
物
は
そ
の
歴
史
的
価
値
を
論
じ
ら
れ
る
前
に
壊
さ
れ
か
ね
な
い

状
況
が
続
く
中
、
次
は
北
別
館
（
史
料
館
）
か
東
別
館
（
旧
皇
族
寮
）
が
解
体
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
史
料
館
関
係
者
の
中
に
危
機
感
が
生
ま
れ
て
い
た
。

三
．
史
料
館
（
北
別
館
・
旧
図
書
館
）
建
物
調
査
と
歴
史
的
価
値

（一

j
北
別
館
（
旧
図
書
館
）
使
用
の
経
緯

　
史
料
館
が
使
用
し
て
い
る
建
物
は
、
前
述
の
通
り
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
文

部
省
技
師
久
留
正
道
に
よ
り
明
治
の
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
申
心
的
建
物
「
図
書
館
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
　

し
て
建
築
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。

　
史
料
館
が
こ
の
建
物
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
、
史
料
館
の
前
身
で
あ
る

文
学
部
史
学
科
史
料
室
が
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
「
町
田
家
文
書
」
の
寄
贈

を
受
け
た
際
に
、
そ
の
収
蔵
庫
と
し
て
旧
図
書
館
の
書
庫
を
あ
て
た
こ
と
に
は
じ
ま

る
。
書
庫
は
煉
瓦
造
二
階
建
て
、
総
面
積
一
九
八
平
米
（
元
来
は
三
階
建
て
だ
っ
た
が
、

関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
三
階
部
分
が
損
傷
し
た
た
め
二
階
建
て
に
変
更
し
た
も
の
）
で

あ
っ
た
。

　
旧
図
書
館
の
建
物
は
、
明
治
四
二
年
以
来
「
図
書
館
」
と
し
て
使
用
さ
れ
、
新
制
大

学
開
設
後
も
学
習
院
全
体
の
「
図
書
館
」
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
て
い
た
。
昭
和
二
七

年
（
一
九
五
二
）
東
洋
文
化
の
研
究
と
資
料
蒐
集
を
目
的
し
て
学
習
院
東
洋
文
化
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　

所
が
設
立
さ
れ
、
施
設
と
し
て
は
図
書
館
の
建
物
の
北
翼
が
使
用
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
図
書
館
が
手
狭
に
な
り
、
前
川
國
男
の
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
内
に
お
い
て
、

新
図
書
館
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
に
図
書
館
は
、
新
図
書
館

の
建
物
に
移
動
し
た
。
そ
の
後
こ
の
旧
図
書
館
の
建
物
は
文
学
部
個
人
研
究
室
、
心
理

学
実
験
室
な
ど
と
、
史
学
科
史
料
室
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
史
学
科
史
料
室
は
そ
の
後
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
二
月
二
六
日
に
大
学
付
置

研
究
施
設
「
史
料
館
」
と
し
て
の
新
た
な
組
織
と
な
り
、
専
任
の
職
員
も
置
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
史
料
館
は
史
料
室
の
時
と
同
様
に
旧
図
書
館
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い

た
が
、
前
述
の
通
り
、
文
学
部
の
新
研
究
棟
（
北
二
号
館
）
を
建
築
す
る
に
あ
た
り
、

旧
図
書
館
は
北
側
翼
を
切
除
の
上
曳
家
し
、
書
庫
は
壊
す
こ
と
と
な
っ
た
。
史
料
館
と

し
て
も
新
た
な
場
所
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
結
局
、
史
料
館
は
移
築
し
た
旧
図

書
館
（
北
別
館
）
を
ひ
き
続
き
使
用
し
、
収
蔵
庫
と
展
示
室
を
北
二
号
館
に
設
置
す
る

　
　
　
　
　
　
お
ソ

こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）
史
料
館
（
北
別
館
・
旧
図
書
館
）
建
物
調
査
の
経
緯

　
ニ
ー
（
四
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成
に
入
り
、
学
習
院
内
で
は
学
生
数
の
増
加
、

建
物
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
古
い
建
物
が
次
々
と
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
三
九
年

（一

纔
Z
四
）
幼
稚
園
建
設
の
際
に
院
長
官
舎
を
解
体
し
、
愛
知
県
犬
山
市
の
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

明
治
村
に
移
築
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
次
は
史
料
館
（
北
別
館
）
か
東
別
館
を
解
体
し
、

明
治
村
に
移
築
し
た
ら
ど
う
か
と
の
話
も
持
ち
上
が
っ
て
い
る
と
も
噂
さ
れ
て
い
た
。

　
な
ん
と
か
し
て
こ
の
建
物
を
守
り
た
い
、
と
史
料
館
館
員
・
関
係
者
が
模
索
を
始
め

た
。
し
か
し
、
そ
の
段
階
で
は
史
料
館
館
員
で
す
ら
、
こ
の
建
物
は
「
古
い
」
「
旧
図
書
館
」

で
あ
る
、
と
い
う
ほ
ど
の
認
識
し
か
な
く
、
建
物
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
、
残
す
べ
き

で
あ
る
と
訴
え
る
価
値
の
あ
る
も
の
な
の
か
不
明
で
あ
り
、
ま
し
て
文
化
財
に
な
る
も

の
か
ど
う
か
な
ど
は
考
え
も
及
ば
な
か
っ
た
。

　
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
、
翌
年
度
よ
り
史
料
館
が
学
芸
員
資
格
取
得
業
務
を
兼
務

す
る
に
あ
た
り
、
館
長
室
、
実
習
室
、
学
芸
員
事
務
室
を
設
置
・
改
修
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
際
に
天
井
裏
、
床
下
な
ど
を
実
見
す
る
機
会
を
得
た
が
、
史
料
館
館
員
達
素

人
が
見
て
も
、
良
質
な
よ
い
部
材
を
使
用
し
た
立
派
な
建
物
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
そ
こ
で
、
当
時
の
西
田
か
ほ
る
助
手
が
、
東
京
理
科
大
学
工
学
部
建
築
学
科
伊
藤

裕
久
助
教
授
（
当
時
）
に
史
料
館
（
北
別
館
）
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
平
成
一
〇
年

（一

繼
續
ｪ
）
に
も
照
明
器
具
改
修
の
た
め
に
天
井
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、

調
査
に
は
適
時
で
あ
っ
た
。
同
年
夏
、
伊
藤
研
究
室
全
員
が
参
加
し
て
の
大
規
模
な
実
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測
調
査
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
当
時
大
学
四
年
生
で
あ
っ
た
杉
山
経
子
氏
が
「
学
習
院

の
古
い
建
築
物
」
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
こ
と
と
な
り
、
院
史
資
料
室
等

で
積
極
的
に
文
献
調
査
に
あ
た
っ
た
。
調
査
結
果
は
「
学
習
院
・
図
書
館
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
ハ
ゐ
ヒ

復
原
的
考
察
」
と
し
て
公
表
さ
れ
、
史
料
館
館
員
も
は
じ
め
て
、
こ
の
建
物
の
歴
史
的

価
値
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
伊
藤
先
生
に
は
翌
一
一
年
（
一
九
九
九
）
第
二
七
回
史
料
館
講
座
で
「
歴
史
的
都
市
・

建
築
の
保
存
と
再
生
」
と
題
し
講
演
も
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
平
成
一
五
年
・
一
六
年
度
（
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）
に
は
新
規
重
点
施
策
（
戦
略

　
　
　
　
り

枠
事
業
）
「
学
術
資
料
・
文
書
等
の
管
理
と
有
効
利
用
の
在
り
方
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
学
内
の
建
物
と
石
碑
・
道
し
る
べ
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
と
な
り
、

東
京
理
科
大
学
伊
藤
裕
久
研
究
室
か
ら
も
、
東
別
館
・
乃
木
館
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

た
い
旨
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、
再
び
学
内
建
造
物
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
他
同
研
究
室
で
は
昭
和
寮
、
官
舎
な
ど
の
調
査
も
行
っ
た
。
同
研
究
室
に
よ
る
調

査
・
研
究
成
果
の
報
告
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
加
藤
由
夏
・
杉
山
経
子
・
伊
藤
裕
久
「
学
習
院
・
寄
宿
舎
及
び
官
舎
建
築
に
つ
い
て

の
復
原
的
考
察
－
学
習
院
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
当
初
計
画
に
関
す
る
研
究
一
一
1
」

『（

ﾐ
）
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
梗
概
集
』
一
一
〇
〇
三
年
度

　
杉
山
経
子
・
伊
藤
裕
久
「
学
習
院
・
校
舎
に
つ
い
て
の
復
原
的
考
察
－
学
習
院
大
学

目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
当
初
計
画
に
関
す
る
研
究
三
1
」
『
（
社
）
日
本
建
築
学
会
関
東
支

部
研
究
報
告
集
㎞
二
〇
〇
三
年
度

　
杉
山
経
子
・
伊
藤
裕
久
「
学
習
院
・
皇
族
寮
に
つ
い
て
の
復
原
的
考
察
－
学
習
院
大

学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
当
初
計
画
に
関
す
る
研
究
四
ー
」
『
（
社
）
日
本
建
築
学
会
大
会

学
術
梗
概
集
』
二
〇
〇
四
年
度

　
杉
山
経
子
・
伊
藤
裕
久
「
学
習
院
・
昭
和
寮
に
つ
い
て
の
復
原
的
考
察
－
学
習
院
大

学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
当
初
計
画
に
関
す
る
研
究
五
ー
」
『
（
社
）
日
本
建
築
学
会
大
会

学
術
梗
概
集
』
二
〇
〇
六
年
度

　
こ
れ
ら
の
建
造
物
調
査
の
結
果
、
ど
の
建
物
に
も
学
習
院
の
歴
史
を
物
語
る
来
歴
が

あ
り
、
ま
た
現
在
も
建
物
の
此
処
そ
こ
に
、
そ
の
歴
史
を
証
言
す
る
部
材
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
史
料
館
と
し
て
も
上
記
報
告
を
広
報
活
動
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
と
杉
山
氏
に
執
筆
を
依
頼
し
『
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
あ
る
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
ロ

物
』
（
学
習
院
大
学
史
料
館
編
、
二
〇
〇
五
年
）
を
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
杉
山
氏
に
は

第
四
七
回
史
料
館
講
座
で
「
目
白
・
学
習
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
る
近
代
建
築
の
魅
力
」

と
題
し
、
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
一
〇
月
二
六
日
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

（
三
）
文
化
財
登
録
と
広
報
活
動

　
一
方
建
物
調
査
を
は
じ
め
た
同
時
期
の
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
は
、
文
化
財
保

護
法
改
正
に
よ
り
、
従
来
の
文
化
財
「
指
定
」
制
度
に
加
え
て
、
文
化
財
「
登
録
」
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
日
本
に
お
い
て
は
、
急
激
な
都
市
化
の

進
展
な
ど
に
よ
り
、
近
世
末
期
や
近
代
以
降
の
多
種
多
様
な
建
造
物
が
、
そ
の
建
築
史

的
・
文
化
的
意
義
や
価
値
を
十
分
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
破
壊
さ
れ
る
事
例
が
相
次
い
だ
。

こ
の
よ
う
な
反
省
に
立
ち
、
昭
和
四
〇
年
代
（
一
九
六
五
～
）
頃
か
ら
、
近
世
の
民
家

建
築
、
近
代
の
洋
風
建
築
な
ど
が
国
の
重
要
文
化
財
や
、
地
方
公
共
団
体
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る
例
が
漸
増
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
激
に
消
滅
し
つ
つ
あ
る
近
代
の
建
造
物
の
保
護
に
あ
た
っ
て
は
、
国
レ

ベ
ル
で
重
要
な
も
の
を
厳
選
す
る
重
要
文
化
財
指
定
制
度
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

よ
り
緩
や
か
な
規
制
の
も
と
で
、
幅
広
く
保
護
の
網
を
か
け
る
こ
と
の
必
要
性
が
議

論
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
重
要
文
化
財
指
定
制
度
を
補
う
も
の
と
し
て
創
設
さ
れ
た
の

が
、
文
化
財
登
録
制
度
で
あ
る
。
そ
の
制
度
中
の
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
は
、
建
築

後
五
〇
年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物
の
う
ち
、
文
化
財
と
し
て
評
価
を
得
た
も
の
を

登
録
し
、
保
存
活
用
を
は
か
る
制
度
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
東
京
理
科
大
学
伊
藤
研
究
室
に
よ
る
建
物
調
査
結
果
を
も
と
に
、
史
料
館

（
北
別
館
）
の
建
物
を
登
録
文
化
財
に
し
た
い
と
の
希
望
を
施
設
部
に
内
々
に
打
診
し

た
が
、
文
化
財
化
は
無
理
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
豊
島
区
教
育
委
員
会
に
も
相
談
に
伺
っ
た
。
「
文

化
財
登
録
制
度
」
は
所
有
者
側
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
限
り
は
、
登
録
は
で
き
な
い
と

い
う
原
則
が
あ
り
、
所
有
者
（
学
習
院
の
場
合
は
学
校
法
人
学
習
院
長
）
に
よ
る
申
請

が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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学習院目白キャンパス建造物の文化財登録化について

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
直
面
し
、
史
料
館
と
し
て
は
、
学
内
に
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物

が
あ
る
こ
と
を
少
し
で
も
学
内
外
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
ま
ず
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
学
芸
員
が
、
調
査
研
究
に
基
づ
き
モ
ノ
に
価
値
付
け
を
す
る
。
そ
の

上
で
、
歴
史
的
史
料
と
な
っ
た
モ
ノ
を
文
化
財
と
し
て
保
存
、
公
開
し
て
い
く
と
い
う

義
務
が
あ
る
、
と
考
え
、
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
前
述
の
平
成
一
五
二
六
年
度
（
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）
戦
略
枠
事
業
で
行
っ

た
史
料
館
外
部
評
価
ー
「
大
学
博
物
館
の
現
状
と
展
望
ー
社
会
が
「
学
習
院
大
学
史
料

館
」
に
求
め
る
も
の
ー
」
中
に
お
い
て
、
「
学
生
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
お
く
こ
と

が
可
能
な
大
学
へ
の
試
み
」
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
必
要
と
の
課
題
を
得
た
が
、
そ
れ

を
実
践
す
る
上
で
は
学
習
院
大
学
の
学
生
と
し
て
、
学
習
院
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
た
め
の
道
筋
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
「
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
〇
〇
年
」
展
の
開
催
と
「
キ
ャ

ン
パ
ス
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
」
の
実
施
で
あ
る
。

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
」
は
戦
略
枠
事
業
に
お
い
て
調
査

し
た
建
造
物
・
石
碑
な
ど
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ピ
ー
ス
と
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
一
つ

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
見
立
て
て
、
学
芸
員
が
案
内
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
巡
る
ツ
ア
ー

で
あ
る
。
こ
の
ツ
ア
ー
の
発
端
は
平
成
一
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）
特
別
展
で
あ
っ
た
。

そ
の
年
、
史
料
館
展
示
室
の
あ
る
北
二
号
館
が
工
事
の
た
め
に
展
示
室
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
北
別
館
内
で
「
明
治
・
大
正
の
学
び
舎
」
展
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
築
一
〇
〇
年
近
く
と
な
る
木
造
建
築
で
は
史
料
を
陳
列
で
き
な
い
こ
と
、

場
所
が
あ
ま
り
に
も
手
狭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ツ
ア
ー
」
を
展
覧
会
期
間
中
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ

の
後
は
博
物
館
実
習
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
各
学
科
や
外
部
一
般
か
ら
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
時
は
随
時
、
こ
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。
現
在
ま
で
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
方
が

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
、
徐
々
に
「
歴
史
あ
る
建
造
物
は
文
化
財
で
あ
る
」
と
い
う
考
え

方
が
浸
透
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
杉
山
氏
に
よ
る
史
料
館
講
座
、
『
目
白
キ
ャ
ン
パ

ス
の
歴
史
あ
る
建
物
』
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
の
記
憶
』
の
刊
行
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
解

体
時
の
「
さ
よ
な
ら
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
」
イ
ベ
ン
ト
、
「
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
〇
〇
年
」

展
の
開
催
の
他
に
、
史
料
館
講
座
に
お
い
て
博
物
館
明
治
村
館
長
飯
田
喜
四
郎
先
生
に

よ
る
講
演
「
近
代
建
築
と
そ
の
変
遷
」
、
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
・
満
田
積
氏
・
小
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
り

崇
史
氏
に
よ
る
「
さ
よ
な
ら
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
」
関
連
講
演
も
開
催
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
地
道
な
広
報
活
動
に
対
し
て
、
学
習
院
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
「
桜

友
会
」
か
ら
ご
支
援
も
い
た
だ
い
た
。
桜
友
会
の
会
報
『
桜
友
会
報
』
誌
上
に
お
い

て
、
「
学
習
院
の
お
宝
を
見
直
そ
う
」
と
題
し
て
石
碑
・
道
し
る
べ
の
特
集
（
八
八
号
、

二
〇
〇
六
年
）
、
「
も
う
一
度
学
校
へ
」
と
し
て
史
料
館
の
特
集
（
九
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）

な
ど
に
よ
り
史
料
館
の
活
動
を
広
報
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
学
内
の
建
造
物
と
史

跡
な
ど
に
案
内
板
を
設
置
す
る
「
学
習
院
サ
イ
ン
計
画
」
が
桜
友
会
事
業
と
し
て
立
案

さ
れ
、
そ
の
実
務
に
つ
い
て
は
史
料
館
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
史
跡
サ
イ
ン
は
平
成

二
一
年
春
に
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
一
八
箇
所
計
二
五
枚
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
『
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
の
記
憶
』
刊
行
に
際
し
て
も
桜
友
会
と
学
習
院
父
母
会
か
ら
寄
付
を
い
た

だ
い
た
。

四
．
平
成
二
一
年
五
月
国
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
登
録

　
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
福
井
憲
彦
教
授
が
第
＝
代
学
習
院
大
学
長
に
な
っ
た
。

福
井
学
長
は
以
前
よ
り
学
習
院
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
造
物
の
歴
史
的
価
値
に
つ
い

て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
学
習
院
が
目
白
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

移
し
て
百
年
目
の
節
目
の
年
、
福
井
学
長
は
建
造
物
の
登
録
文
化
財
化
を
決
断
さ
れ
た
。

学
長
は
波
多
野
敬
雄
院
長
宛
に
学
内
の
歴
史
あ
る
建
造
物
の
文
化
財
登
録
化
へ
の
必
要

性
を
説
く
文
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
常
務
会
に
て
、
学
内
各
部
署
が
文
化
財
登

録
に
協
力
し
、
そ
の
申
請
手
続
き
な
ど
は
史
料
館
を
通
し
て
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
史
料
館
で
は
す
ぐ
に
登
録
化
の
手
続
き
を
始
め
た
。
こ
れ
ま
で

学
習
院
の
建
造
物
調
査
に
あ
た
っ
た
杉
山
経
子
氏
（
杉
山
経
子
建
築
＋
デ
ザ
イ
ン
研
究

室
）
が
法
人
企
画
部
よ
り
依
頼
を
受
け
、
史
料
館
と
共
に
申
請
手
続
き
に
あ
た
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
ま
ず
杉
山
氏
と
共
に
平
成
二
〇
年
六
月
に
豊
島
区
教
育
委
員
会
に
出
向
き
、
所
有
者
の

意
思
を
も
っ
て
文
化
財
登
録
化
を
行
い
た
い
旨
を
報
告
し
、
豊
島
区
側
か
ら
今
後
の
登
録
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の
流
れ
の
説
明
を
受
け
、
用
意
す
る
べ
き
図
面
・
所
見
な
ど
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
杉

山
氏
と
施
設
部
は
所
見
作
成
、
図
面
作
成
を
行
っ
た
。
同
年
一
二
月
に
は
、
文
化
庁
・
東

京
都
教
育
委
員
会
・
豊
島
区
教
育
委
員
会
に
よ
る
視
察
が
行
わ
れ
、
追
加
修
正
す
べ
き
図

面
・
書
類
に
つ
い
て
と
今
後
の
注
意
事
項
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
豊
島
区
教
育

委
員
会
か
ら
東
京
都
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
文
化
庁
へ
書
類
の
提
出
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
三
月
一
九
日
の
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
で
、

国
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
化
す
べ
き
建
造
物
と
し
て
↓
字
習
院
正
門
、
乃
木
館
（
旧

総
寮
部
）
、
厩
舎
、
北
別
館
（
旧
図
書
館
）
、
東
別
館
（
旧
皇
族
寮
）
、
南
一
号
館
（
旧
理

　
　
　
　
　
な

科
特
別
教
場
）
、
西
一
号
館
（
旧
中
等
科
教
場
）
の
七
棟
が
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
、

同
年
五
月
一
四
日
の
官
報
掲
示
を
以
っ
て
、
文
化
財
登
録
と
な
っ
た
。
登
録
に
際
し
、
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
り

化
庁
よ
り
「
文
化
財
登
録
証
」
と
共
に
「
プ
レ
ー
ト
」
が
交
付
さ
れ
た
。

　
福
井
学
長
が
建
造
物
の
文
化
財
登
録
化
を
決
断
さ
れ
て
か
ら
、
お
よ
そ
一
年
で
七
棟

の
登
録
が
行
わ
れ
る
、
と
い
う
の
は
異
例
の
速
さ
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
に
は
、
前
述

し
て
き
た
よ
う
な
、
そ
れ
ま
で
の
東
京
理
科
大
学
に
よ
る
地
道
な
建
造
物
調
査
研
究
の

積
み
重
ね
と
史
料
館
に
よ
る
広
報
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　　　　注
1

）

（
2
）

（
3
）

本
稿
の
記
述
は
主
に
『
学
習
院
百
年
史
』
（
学
習
院
百
年
史
編
纂
委
員
会

編
一
九
八
一
年
、
学
習
院
発
行
）
、
『
学
習
院
大
学
五
十
年
史
』
（
学
習
院
大

学
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
、
二
〇
〇
一
年
、
学
習
院
大
学
発
行
）
、
『
学
習

院
大
学
の
五
〇
年
　
写
真
と
図
録
』
（
学
習
院
大
学
五
十
年
史
編
纂
委
員
会

一
九
九
九
年
、
学
習
院
大
学
発
行
）
、
『
学
習
院
一
二
五
年
一
八
七
七
～

二
〇
〇
二
』
（
学
習
院
総
務
部
他
編
集
、
二
〇
〇
二
年
、
学
習
院
発
行
）
に
よ
っ
た
。

工
部
大
学
校
は
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
三
月
に
帝
国
大
学
工
科
大
学
と
な

り
本
郷
の
帝
国
大
学
内
に
新
た
に
校
舎
が
建
築
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
一
一
月
学
習
院
長
に
就
任
し
た
三
浦
梧
楼
が
虎
ノ

門
校
舎
に
つ
い
て
「
窓
の
小
さ
い
、
陰
気
な
家
」
で
あ
り
「
『
コ
レ
は
可
か
ぬ
、

這
ん
な
鳩
の
巣
の
や
う
な
家
に
押
込
ん
で
置
い
て
は
、
子
供
の
教
育
に
、
非
常

　
　
に
好
く
な
い
。
暗
々
裏
に
生
徒
の
頭
に
非
常
な
刺
戟
を
与
へ
る
に
相
違
な
い
。

　
　
然
る
べ
き
場
所
を
択
ん
で
、
新
築
す
る
の
外
は
な
い
』
と
思
っ
て
申
し
立
て
た
」

　
　
と
著
書
『
観
樹
将
軍
回
顧
録
』
（
一
九
一
五
年
）
で
述
べ
て
い
る
。

（
4
）
華
族
女
学
校
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
七
月
に
永
田
町
へ
移
転
。

（
5
）
移
転
先
に
は
和
田
倉
門
外
の
岩
崎
弥
之
助
の
私
有
地
、
大
森
、
小
田
原
、
な
ど
様
々

　
　
な
候
補
が
あ
が
っ
た
。

（
6
）
第
七
代
近
衛
篤
麿
院
長
の
推
薦
に
よ
る
。

（
7
）
学
習
院
の
校
地
は
そ
れ
ま
で
は
御
料
地
を
利
用
し
て
い
た
が
、
目
白
キ
ャ
ン
パ

　
　
ス
で
は
民
有
地
を
買
収
し
、
校
舎
を
建
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
当
初

　
　
の
見
積
り
よ
り
工
事
経
費
が
高
騰
し
た
た
め
、
宮
内
省
、
華
族
会
館
と
の
経
費

　
　
分
担
の
話
合
い
や
校
地
利
用
計
画
案
変
更
が
あ
り
、
さ
ら
に
近
衛
院
長
急
逝
な

　
　
ど
の
理
由
に
よ
り
期
間
が
か
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
久
留
正
道
は
明
治
中
後
期
の
学
校
建
築
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
中
心
的
建
築
家

　
　
で
あ
る
。

（
9
）
実
際
に
は
病
気
等
を
理
由
に
半
数
程
度
の
学
生
し
か
入
舎
し
な
か
っ
た
。

（
1
0
）
そ
の
後
大
正
一
二
年
度
（
一
九
二
三
）
よ
り
全
寮
制
を
廃
し
、
希
望
者
入
寮
制

　
　
と
な
っ
た
。

（
1
1
）
院
長
官
舎
の
明
治
村
移
転
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
本
紀
要
』
八
九
～
九
〇
頁
参

　
　
照

（
1
2
）
詳
し
く
は
『
本
紀
要
』
一
九
～
三
七
頁
、
同
八
三
～
九
九
頁
参
照
。

（
1
3
）
こ
の
経
緯
と
学
生
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
は
岡
田
茂
弘
「
学
習
院
小
金
井
校
の

　
　
児
玉
幸
多
先
生
」
（
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）

　
　
に
詳
し
い
。

（
1
4
）
女
子
学
習
院
は
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
五
月
の
空
襲
に
よ
り
青
山
の
全
校

　
　
舎
を
焼
失
し
、
同
二
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
よ
り
新
宿
区
戸
山
の
旧
陸
軍
近

　
　
衛
騎
兵
連
隊
跡
地
に
移
転
し
て
い
た
。

（
1
5
）
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
財
団
法
人
か
ら
学
校
法
人
に
組
織
変
更
と
な
っ
た
。

（
1
6
）
「
学
生
生
活
の
コ
ア
」
に
は
輔
仁
会
館
や
血
洗
い
の
池
周
辺
な
ど
学
問
以
外
の
場

　
　
所
が
想
定
さ
れ
た
。
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学習院目白キャンパス建造物の文化財登録化について

（
1
7
）

1918
）　　　）

A　　　A　　　A222120
　　　）　　　）

（
2
3
）

25

）

24（
2
6
）

28

）

27

こ
の
時
に
、
中
央
教
室
を
中
心
と
し
て
校
舎
に
統
一
名
称
を
付
与
し
、
理
科
特

別
教
場
は
南
一
号
館
に
、
旧
中
等
科
教
場
は
西
一
号
館
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か

体
育
館
も
昭
和
三
八
年
に
竣
工
さ
れ
た
。

『
建
築
文
化
』
　
一
六
八
号
（
彰
国
社
、
一
九
六
〇
年
）

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
第
二
九
話
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
地
球
人
」
の
上
映
会
を
お
こ

な
っ
た
。
同
話
の
ロ
ケ
地
と
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
が
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、

円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
当
時
の
フ
ィ
ル
ム
の
提
供
を
受
け
、
同
話
の
監
督

満
田
積
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
お
こ
な
っ
た
。
　
当
日
は
二
〇
〇
〇
人
を
越
え
る

入
場
者
が
あ
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
三
月
刊
行

久
留
正
道
設
計
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
調
査
以
後
に
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。

東
洋
文
化
研
究
所
が
大
学
付
置
研
究
施
設
に
な
る
の
は
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）

の
こ
と
で
あ
る
。

史
料
館
の
新
施
設
建
設
に
あ
た
り
、
社
団
法
人
霞
会
館
よ
り
一
億
円
の
寄
付
を

い
た
だ
い
た
。
学
内
で
検
討
し
た
結
果
、
そ
の
寄
付
は
文
学
部
新
研
究
棟
（
北

二
号
館
）
建
設
費
用
に
充
て
る
こ
と
と
な
り
、
史
料
館
は
新
棟
の
中
に
収
蔵
庫

と
展
示
室
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

注
（
1
1
）
に
同
じ

杉
山
経
子
・
伊
藤
裕
久
「
学
習
院
・
図
書
館
に
つ
い
て
の
復
原
的
考
察
－
学
習

院
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
当
初
計
画
に
関
す
る
研
究
一
1
」
『
（
社
）
日
本
建
築

学
会
大
会
学
術
梗
概
集
』
二
〇
〇
三
年
度

新
規
重
点
施
策
（
戦
略
枠
事
業
）
と
は
、
平
成
＝
二
年
（
二
〇
〇
一
）
に
、
学

習
院
大
学
の
追
求
す
べ
き
価
値
と
し
て
挙
げ
た
「
教
育
の
高
度
化
」
「
研
究
の
高

度
化
」
及
び
こ
れ
ら
の
基
盤
整
備
と
な
る
「
情
報
化
」
「
国
際
化
」
を
中
心
に
、

短
期
的
に
確
実
に
成
果
が
見
え
る
も
の
、
学
習
院
大
学
の
進
む
方
向
を
外
部
に

明
確
に
示
せ
る
も
の
に
つ
い
て
、
各
部
署
が
実
施
計
画
提
出
し
、
採
択
さ
れ
た

際
に
は
一
～
二
年
間
、
大
規
模
な
予
算
な
も
と
に
展
開
で
き
る
事
業
で
あ
る
。

平
島
敏
幸
「
「
学
問
の
コ
ア
」
の
四
〇
年
」
も
収
載
。

拙
著
「
学
習
院
大
学
史
料
館
に
お
け
る
教
育
普
及
活
動
（
一
）
1
社
会
が
学
習

（
2
9
）

A31
）

　30

）

（
3
2
）

院
大
学
史
料
館
に
求
め
る
も
の
」
（
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
五
号
、

二
〇
〇
九
年
）

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
」
の
人
気
が
過
熱
し
、
外
部
一

般
か
ら
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
た
た
め
、
平
成
二
二
年
度
（
二
〇
一
〇
）
か
ら

は
学
習
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
講
座
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
本
紀
要
』
七
五
～
八
一
頁
参
照

戦
略
枠
事
業
の
後
、
継
続
的
事
業
と
し
て
史
料
館
に
「
学
内
資
料
所
在
調
査
予
算
」

が
配
布
さ
れ
、
南
一
号
館
に
つ
い
て
の
調
査
を
杉
山
経
子
氏
に
依
頼
し
て
い
た
。

七
棟
の
場
合
で
も
プ
レ
ー
ト
は
一
枚
交
付
の
た
め
、
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し
、
各

建
物
説
明
板
に
貼
付
し
た
。
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口絵1．正門 ［明治41年（1908）竣工］

騰＆騨
、
．
ず
‘㍗
属

ノ
三
噛

口絵2．乃木館（旧総寮部） ［明治41年（1908）竣工］

口絵3．厩舎 ［明治41年（1908）竣工］

ぐ翻

口絵5．東別館（旧皇族寮）

＜灘鐘響
・鐘ぞ

［大正2年：1913＞竣工］

口絵4． 北別館（現史料館・旧図書館）

　　　　　　　　　　　［明治42年（1909）竣工］

口絵6，南1号館（現理学部校舎・旧理科特別教場）
　　　　　　　　　　　　　　　　［昭和2年（1927）竣工］

口絵7．西1号館（旧中等科教場）［昭和5年（1930）竣エ〕


